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令和２年１月30日（木）に長野県庁講堂において、「令和元年度長野県ふるさとの森林づくり賞・林業関
係ポスターコンクール・きのこ料理コンクール表彰式」が開催され、受賞者やその関係者など、多くの皆
様がご来場されました。
受賞者の皆様が、この受賞を契機とし、ますますご活躍されることをお祈り申し上げます。
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【ふるさとの森林づくり賞　受賞者の皆様】 【きのこ料理コンクール　知事賞受賞料理】
「きのことサバ缶のオーブン焼き」

【林業関係ポスターコンクール知事賞の作品】



　令和２年1月30日（木）に長野県庁講堂において、森林・林業の振興に貢献された皆様や、林業関係
ポスターコンクールにおいて優秀な成績を収められた児童・生徒の皆様及びきのこを材料にしたアイデ
アあふれる料理を考案された皆様に対する表彰式を開催しました。
　当日は、県内外から受賞者33名、関係者を含めて約100名の皆様にご参加いただき、盛大に表彰
式を開催することができました。

令和元年度長野県ふるさとの森林づくり賞・林業関係ポスター
コンクール・きのこ料理コンクール表彰式を開催しました

※
受
賞
者
の
ご
功
績
や
作
品
等
の
詳
細
は
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/

か
ら
、

　「
組
織
・
機
関
」
↓
「
長
野
県
の
組
織
一
覧（
本
庁
）」
↓
「
林
務
部
」
↓
「
森
林

　
政
策
課
」
↓
「
コ
ン
ク
ー
ル
等
表
彰
式
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



四
十
年
を
迎
え
た

カ
ラ
マ
ツ
林
業
等
研
究
会

昭
和
五
十
四
年
に
設
立
し
た
カ
ラ
マ
ツ
林
業
等
研
究
会
は
、
今
年
度
で
四
十

年
を
迎
え
ま
し
た
。
会
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
を
中
心
と
し
た
長
野
県
の
森
林
・
林

業
・
林
産
業
の
発
展
に
向
け
た
研
究
発
表
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年

の
研
究
発
表
会
で
は
、
産
業
界
、
行
政
、
大
学
な
ど
で
進
め
て
き
た
カ
ラ
マ
ツ

を
中
心
と
し
た
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
、
長
野
県
に
お
け
る
カ
ラ
マ
ツ
林
業
を

推
進
す
る
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
設
立
四
十
年
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
令
和
二
年
一
月
八
日
に
塩

尻
市
の
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
木
と
関
わ
る
交
流
の
場
を
作
っ
て
き

た
「
木
と
文
化
の
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
の
共
催
で
実
施
し
、
県
内
各
地
か
ら

百
八
十
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
林
の
面
積
が
日
本
一
で
あ
る
北
海
道
で
カ

ラ
マ
ツ
の
有
効
利
用
を
進
め
て
い
る
北
海
道
林
産
試
験
場
か
ら
二
名
の
研
究
者

を
お
迎
え
し
、「
北
海
道
に
お
け
る
カ
ラ
マ
ツ
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
組
」

と
題
し
、
基
調
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
ま
ず
、
利
用
部
の
酒
井
明
香
主
査
か
ら
「
資
源
循
環
と
低

コ
ス
ト
化
の
両
立
を
目
指
し
て
」
と
題
し
、
長
野
県
か
ら
供
給
さ
れ
た
カ
ラ
マ

ツ
苗
木
が
成
長
し
、
主
伐
の
時
期
を
迎
え
、
カ
ラ
マ
ツ
林
か
ら
効
率
よ
く
木
材

を
生
産
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
伐
採
し
た
際
に
出
る

枝
条
を
効
率
的
に
集
め
て
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
つ
な
げ
る
取
組
を
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
技
術
部
の
大
橋
義
徳
主
査
か
ら
は
「
付
加
価
値

の
高
い
木
材
利
用
を
目
指
し

て
」
と
題
し
、
建
築
用
材
と

し
て
の
利
用
が
少
な
い
北
海

道
産
の
カ
ラ
マ
ツ
を
優
良
な

建
築
用
材
と
し
て
販
売
し
て

い
く
た
め
に
進
め
て
き
た
製

品
開
発
の
事
例
を
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
内
で
カ
ラ
マ

ツ
材
の
利
用
開
発
に
関
わ
っ

て
お
ら
れ
る
印
出
晃（
ヒ
ル

デ
ブ
ラ
ン
ド
㈱
）氏
と
前
田

大
作（
ア
ト
リ
エ
・
エ
ム
フ
ォ

オ
㈱
）氏
、
当
セ
ン
タ
ー
所

長
の
春
日
嘉
広
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
登
壇
し
た
五
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
信
州
大
学
農
学
部
の
小
林

元
准
教
授
の
進
行
で
、
こ
れ
か
ら
の
カ
ラ
マ
ツ
林
業
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
け
ば
良
い
の
か
に
つ
い
て
会
場
か
ら
の
質
疑
を
受
け
る
形
で
議
論
を
深
め
ま

し
た
。

今
回
の
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
「
技
術

情
報
カ
ラ
マ
ツ
林
業
等
研
究
会
特
集
号
」
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
当
セ

ン
タ
ー
の
技
術
情
報
は
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ーW

eb

サ
イ
ト

（http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/ringyosogo/seika/gijyutsu/

g-index.htm
l

）で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
指
導
部
】



トピックス

山
主
の
思
い
に
応
え
る

き
め
細
か
な
山
仕
事

　

先
人
や
自
分
が
若
い
こ
ろ
植
え
て
育
て
て
き
た
森
林
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら

の
収
穫
に
期
待
す
る
一
方
で
、
育
て
た
木
が
大
き
く
な
っ
て
、
日
陰
に
な
っ
た

り
、
倒
木
の
危
険
を
感
じ
た
り
、
松
枯
れ
な
ど
の
心
配
を
感
じ
て
い
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
期
待
や
悩
み
に
対
し
て
、「
金
井
山
素
材
」
の
金
井
渓
一
郎
さ
ん
は
、

き
め
細
か
な
仕
事
で
応
え
て
い
ま
す
。

　

金
井
さ
ん
は
、
山
主
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
て
山
を
見
た
後
、
伐
採
の
方
法

や
そ
の
後
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
複
数
の
プ
ラ
ン
を
提
示
し
た
う
え
で
山
主

さ
ん
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
そ
の
思
い
に
沿
っ
た
仕
事
を
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

請
負
う
施
業
地
は
小
規
模
な
も
の

が
多
く
、
一
般
的
な
里
山
の
森
林
整

備
か
ら
ロ
ー
プ
を
使
用
し
た
吊
る
し

切
り
な
ど
に
よ
る
立
木
の
特
殊
伐

採
、
高
木
と
な
っ
た
庭
木
の
処
理
な

ど
様
々
な
現
場
で
、
本
年
度
林
業
セ

ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
奥
さ
ん
や
数
名

の
仲
間
と
作
業
し
て
い
ま
す
。
丁
寧

な
施
業
に
よ
り
、
里
山
が
整
備
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
住
宅
地
の
近
辺
で

も
倒
木
な
ど
の
心
配
が
な
く
な
り
、

施
主
や
近
隣
の
方
々
に
安
心
感
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

生
産
さ
れ
た
木
材
は
立
木
で
買
い
取
り
、
木
材
市
場
や
合
板
、
パ
ル
プ
用
な

ど
に
販
売
す
る
他
に
、
製
材
所
か
ら
個
別
の
注
文
を
受
け
た
り
、
委
託
製
材
し

た
材
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
乾
燥
さ
せ
、
家
具
用
材
や
住
宅
用
材
に
加
工
し
て

販
売
す
る
な
ど
、
工
夫
し
た
販
路
を
用
意
す
る
こ
と
で
施
主
の
経
済
的
な
負
担

軽
減
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
の
他
に
も
、
正
月
用
の
松
飾
り
や
お
盆
の
迎
え
火
や
工
芸
に
使

う
シ
ラ
カ
バ
の
樹
皮
な
ど
の
販
売
を
行
い
、
山
の
恵
み
を
様
々
な
形
で
活
か
し

て
い
ま
す
。

　

林
業
は
山
主
さ
ん
と
材
を
買
っ
て
も
ら
う
方
を
相
手
に
し
た
お
客
様
商
売
。

林
産
物
の
販
路
を
工
夫
し
な
が
ら
、
山
主
さ
ん
の
意
向
に
沿
っ
た
き
め
細
や
か

な
山
づ
く
り
に
よ
り
、
山
主
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事
に
励
ま
れ

て
い
ま
す
。

金井渓一郎氏夫妻（後列）と仲間の唐木さん上村さん（前列）

ビニールハウスを使った乾燥施設

　【
上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務
課
】



トピックス

　

地
域
と
森
林
の
関
係
の
再
生
に
向
け
て
、
地
域
の

方
々
を
主
体
と
し
た
協
議
会
に
よ
る
里
山
整
備
利
用
地

域
で
の
活
動
を
森
林
づ
く
り
県
民
税
で
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
67
地
域（
令
和
２
年
1
月
31
日
時
点
）が

認
定
を
受
け
て
お
り
、
森
林
整
備
、
安
全
技
術
研
修
会
、

薪
や
原
木
キ
ノ
コ
の
生
産
、
竹
林
整
備
、
マ
ツ
タ
ケ
山

の
整
備
、
遊
歩
道
の
整
備
、
希
少
種
の
生
息
環
境
の
保

全
、
森
林
療
法
講
習
会
、
自
然
教
室
等
の
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
の
幅
広
い
活
動
が
支
援
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、
地
域
の
里
山
で
活
動
を
始
め
る
際
は
、
最
寄
り
の

地
域
振
興
局
林
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

里
山
整
備
利
用
地
域
で
の

　
　活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す

　【
森
林
政
策
課
】

森林保険に加入しておけば安心です！

火災 風害 水害 雪害 凍害 噴火災 潮害 干害

［長野県１ha当たりの代表例］樹種毎の標準的な保険金額と保険料（保険期間：平成31年4月1日～）

保険料の一例です。保険加入は20年生、50年生など、いつでも可能です。
保険加入契約は、１年毎よりも割引のある５年分・10年分など一括契約がお得です！

災害に備える森林保険

TEL  026-226-2504

加入して
よかった
加入して
よかった

青木村村松西

安全技術研修会

長野市七二会２

竹林整備

飯田市千代

マツタケ山の整備

諏訪市北真志野

自然教室



 お知らせ



県森連だより

令
和
２
年
１
月
21
〜
22
日
の
二
日

間
に
分
け
て
、
県
森
連
の
管
理
職
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会

は
、組
織
の
ま
と
め
方
や
運
営
の
技
術
、

職
員
の
特
性
の
把
握
や
評
価
、
業
務
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
方
法
等
、
管
理

職
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
修
会
の
開

催
は
県
森
連
と
し
て
初
の
試
み
で
、
管

理
職
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
長
野
経
済
研
究
所
上
席

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
藤
沢
裕
克
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、
管
理
者
の
立
場
と
役

割
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

令
和
２
年
１
月
21
日
、
J
A
長
野

県
ビ
ル（
長
野
市
）で
、
長
野
県
協
同
組

合
職
員
交
流
集
会（
主
催
：
長
野
県
協

同
組
合
連
絡
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
長
野
県
内
の
協
同
組
合

の
職
員
が
、
お
互
い
の
理
解
と
連
携
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
ず
、
基
調
講
演
と
し
て
、
J
C
A

（
日
本
協
同
組
合
連
携
機
構
）副
主
任
研

究
員
阿
高
あ
や
氏
よ
り
、「
協
同
組
合

と
S
D
G
s
」
と
題
し
て
、
協
同
組
合

の
成
り
立
ち
等
の
時
代
背
景
、
協
同
組

合
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
協
同
組
合
の
一
般
市
民
か

ら
の
認
識
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
広

報
を
通
じ
て
、
理
念
と
事
業
内
容
の
周

知
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
協
同
組
合
の
理
念
は
ま

さ
に
S
D
G
s
そ
の
も
の
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
示
唆
に
富
ん
だ
講
演
で

し
た
。

続
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
達
成
し
た
い
と
考

え
る
S
D
G
s
の
目
標
を
共
有
し
、
長

野
県
の
協
同
組
合
連
携
で
達
成
で
き
る

解
決
策
を
考
え
、
最
後
に
ま
と
め
た
結

果
を
「
S
D
G
s
宣
言
」
と
し
て
班
ご

と
に
発
表
し
ま
し
た
。

各
班
と
も
、
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
、
学
び
と
発
信
の
重
要
性
や
、
地
域

長
野
県
協
同
組
合

　

職
員
交
流
集
会
開
催

県
森
連
管
理
職
研
修
会
開
催

令
和
元
年
度
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
研
修
会
開
催

協同の力で未来をつむぐ
SDGs

演習形式で行われたQGIS研修会

グループワークの様子

　

令
和
２
年
１
月
24
日
、
も
く
り
ゅ

う
館（
安
曇
野
市
）で
、
令
和
元
年
度

Q
G
I
S
研
修
会（
主
催
：
長
野
県
造

林
協
会
・
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
研
修
会
は
、

森
林
経
営
管
理
制
度
の
本
格
始
動
を
受

け
、
市
町
村
と
森
林
組
合
等
の
連
携
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
る
中
で
、

地
域
の
森
林
情
報
の
効
率
的
な
管
理
を

進
め
る
う
え
で
は
G
I
S
の
活
用
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
な
操
作

方
法
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。G
I
S
の
な
か
で
も
、

Q
G
I
S
は
、
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
で
あ
り

な
が
ら
機
能
性
に
優
れ
、
導
入
が
容
易

で
、
森
林
管
理
業
務
に
お
い
て
は
非
常

に
有
用
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　

当
日
は
ま
ず
、
長
野
県
森
林
経
営
管

理
支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
井
出
政

次
氏
か
ら
、
森
林
経
営
管
理
制
度
と

G
I
S
の
活
用
に
つ
い
て
説
明
を
い
た

の
森
林
資
源
や
農
産
物
等
を
活
用
し
た

居
場
所
づ
く
り
、
長
野
県
の
協
同
組
合

連
携
に
よ
る
、
S
D
G
s
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
作
成
な
ど
、
様
々
な
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

プ
の
違
い
、
職
場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
事
考
査
の
基
本
等
に

つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研

修
は
、
実
際
の
職
場
で
の
場
面
を
想
定

し
て
対
話
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

県
森
連
で
は
、
今
後
も
随
時
こ
の

よ
う
な
研
修
会
を
開
催
し
、
職
場
の
意

識
改
革
や
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
本
広
域
森
林
組
合
集

約
・
木
販
課
長
山
本
健
太
氏
を
講
師
に
、

Q
G
I
S
の
操
作
方
法
と
基
本
的
機
能

に
つ
い
て
学
習
し
た
ほ
か
、
森
林
計
画

図
や
森
林
簿
、
標
高
デ
ー
タ
等
を
使
っ

て
地
図
を
作
成
し
て
い
く
演
習
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
作
成
し
た
地
図
を

G
P
S
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に

入
れ
て
現
場
に
持
ち
出
す
方
法
や
、
オ

ル
ソ
写
真
、
航
空
レ
ー
ザ
デ
ー
タ
解
析

結
果
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
同
様
の
研
修
会

が
あ
れ
ば
関
係
者
に
参
加
を
勧
め
た

い
」「
応
用
編
の
研
修
会
を
開
催
し
て

欲
し
い
」
等
の
意
見
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
に
は
、
今
回
習
得
し

た
ス
キ
ル
を
も
と
に
、
Q
G
I
S
を
地

域
の
森
林
情
報
の
管
理
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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